
調査遺跡　靏尾遺跡

調査場所　京都府京丹後市峰山町丹波
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【調査地位置図】

靏尾遺跡

★

写真２　九九木簡出土状況（東から）写真２　九九木簡出土状況（東から）写真２　九九木簡出土状況（東から）

写真１　調査区全景写真（北東から）写真１　調査区全景写真（北東から）写真１　調査区全景写真（北東から）

　靏尾遺跡は丘陵に取り囲まれた谷部に立地し

ます。今回の発掘調査では、主に奈良時代の遺

構や遺物が見つかりました。　

　中でも、九九が書かれた木簡は、九の段から

五の段までがほぼ完全に記されており、日本国

内で 80 例ほど見つかっている九九木簡の中で、

最も多くの九九を記したものです。

　このほかにも２点の木簡と６点の墨書土器が

出土しており、旧丹波国の中心地とされる「丹

波」地内に位置することと合わせて、当遺跡に

官衙的な施設があったものと考えられます。

【古代の九九】

　国内で九九の書かれた資料

が現われるのは奈良時代頃

で、中国から伝わったと考え

られています。

　当時の九九は私たちが知る

九九とは逆に、九九八十一、

八九七十二から始まり、掛け

られる数が一つずつ小さく

なっていきました。また、数

字の前後を入れ替えたものは

省略されていました。
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 　〒617-0002 京都府向日市寺戸町南垣内40-3
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【まとめ】

　今回の調査では、奈良時代の遺構から３点の木簡と６点の墨書土器が出土しました。中でも、土坑

ＳＸ77 から出土した九九木簡は、九九のみが記され、計算間違いもないことから、九九一覧表のよう

な用途が想定されます。四の段以下が記されていないのは、完全に暗記していて必要としなかったか

らかもしれません。

　遺跡の所在する「丹波」は旧丹波国の国名の由来となった地名で、丹後国が丹波国から分立される

和銅６年（713）年以前の旧丹波国の中心地と考えられており、官衙のあったことが想定されます。

官衙においては、徴税管理などに文字や計算の知識が必要であり、今回の調査で出土した九九木簡を

含む多くの文字資料は、地方官衙で働く役人の姿を想像することができる貴重な資料です。

写真５　ＳＤ66 から出土した習書木簡（右は赤外線写真）

写真６　出土した墨書土器
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【調査の概要】

　今回の調査では、奈良時代の溝や多数の土坑などを確認しました。

　調査区は、南北約 40ｍ、東西約 13ｍで、調査面積は約 500 ㎡です。縄文時代から鎌倉

時代までの遺物が出土する厚さ 0.5ｍほどの遺物包含層の下から、奈良時代の遺構面を検

出しました。

　調査区のほぼ中央で検出した幅約 1.2ｍ、深さ約 0.4ｍの溝ＳＤ72 は両岸に若干の盛り

土が確認でき、数本の杭が打ち込まれています。溝より北側に遺構が集中していることか

ら、この溝がなんらかの区画を表す溝と考えられます。溝の北側の遺構群には柱根を残し

た柱穴が数か所見つかっており、掘立柱建物があったと考えられます。

　土坑ＳＸ77 から九九木簡が、区画溝ＳＤ72、溝ＳＤ66 からそれぞれ木簡が出土し、周

辺から「大」、「大」、「工」、「西」、「倉？」、「政？」と書かれた６点の墨書土器が出土しています。

　

0 10ｍ

図２　靏尾遺跡遺構配置図（S=1/300）
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図１ 調査地位置図（S=1/25,000　国土地理院『峰山』） 写真３ 　調査地遠景（南東から）

写真４　SX77 から出土した九九木簡（右は赤外線写真）
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